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研究概要 豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）は、ウイルス感染により肥育豚

の呼吸障害や、母豚の死流産などの繁殖障害を起こす伝染病で、

世界各国の養豚業に大きな被害を与えています。ウイルスの遺伝子

型は、北米型と欧州型に大別されるが、日本ではこれまで北米型の

みの発生であったため、北米型の検査法とワクチンしか用意されてい

ない。しかしながら、野外ウイルスの遺伝子解析で欧州型も存在する

ことが分かりました。 

このため、我が国の欧州型ウイルスの湿潤状況を調査し、北米型

と欧州型を区別できる遺伝子検査法（PCR 法）や血清学的検査法

（ELISA 法）を開発するための研究を実施しました。 

研 究 成 果 の 概

要 

欧州型 PRRS ウイルスの浸潤状況調査の結果、研究期間中にお

いては、初発農場以外で欧州型ウイルスは確認されませんでした。 

また、欧州型 PRRS ウイルス遺伝子を簡便かつ特異的に検出する

遺伝子検査法（one step リアルタイム RT-PCR 法）を開発するととも

に、欧州型 PRRS を診断するための免疫組織化学検査に用いる抗

血清及び ELISA 法に用いる組換えタンパク質を作出しました。 
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